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Abstract– 

The development of e-commerce has led to the widespread use of online bookstores. Online bookstores 
have made it possible to select and purchase from a wide variety of books, regardless of time or location. 
Existing online bookstores recommend books based on sales figures and users' behavioral history. However, 
online bookstores do not offer the chance and unexpected encounters with exciting books that real 
bookstores do. 
In this study, we developed a color-based book discovery system, "Book Palette" to help users find books 

they want to read, regardless of genre or author. Book Palette displays books based on the color ratio of 
their covers. 
To evaluate the effectiveness of Book Palette, we conducted a comparison experiment with existing online 

bookstores. We compared Book Palette with existing online bookstores to see if Book Palette was able to 
provide "encounters with books that are surprising and unexpected". The results showed that Book Palette 
had significantly higher mean values for "Did you find books you would like to read?" and "Did you 
encounter books that surprised you or were unexpected?". In addition, in the free descriptions of the good 
points of Book Palette, there were many descriptions that evaluated the way of interacting with books, such 
as "I could find books in genres I had not seen before" and "It was interesting because it was unexpected". 
It was confirmed that Book Palette was able to create "exploratory encounters" with surprising and 
unexpected books using color. 
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概 要： 

EC 化の発展に伴い，ネット書店が広く普及した．ネット書店によって，時間や場所に問わず，
豊富な書籍から選択し，購⼊することが可能になった．既存のネット書店は売上⾼やユーザの⾏
動履歴に基づいて書籍を推薦する．しかし，ネット書店は実店舗を持ち実際に書籍を販売するリ
アル書店のような，偶然性や意外性のある⼼躍る書籍との出会いがない． 

そこで本研究では，ネット書店においてジャンルや著者に限定されず，読んでみたいと思える
偶然性や意外性のある書籍との出会いを作ることを⽬的として，⾊を介した書籍発⾒システム
「Book Palette」を制作した．Book Palette は⾊を組み合わせる配⾊操作を⾏うことで，表紙の
⾊割合に基づいた書籍を表⽰する． 

Book Palette の効果を評価するため，既存のネット書店と⽐較実験を⾏った．「偶然性や意外
性のある書籍との出会い」が実現できたかを確かめる為に，Book Palette と既存の EC サイトを
⽐較し，5 段階評価と⾃由記述のアンケートに回答してもらった．その結果 Book Palette は，「読
んでみたいと思える書籍は⾒つかったか」や「驚きや意外性のある書籍との出会いはあったか」
の評価結果の平均値が，既存の EC サイトに⽐べて有意に⾼かった．さらに Book Palette の良い
点についての⾃由記述には，「今まで⾒てこなかったジャンルの本にも出会える」，「意外性があ
って⾯⽩かった」など本との接し⽅を評価する記述が多く，Book Palette が，⾊を⽤いた驚きや
意外性のある書籍との「探索的な出会い」を作ることができたことが確認された． 
 
キーワード： ネット書店，書籍推薦，表紙の⾊ 
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第 1 章 序論 

 本章では，本研究における研究背景と問題意識，⽬的について述べる． 

1.1 研究背景 

1.1.1 電⼦商取引の発展 

電⼦商取引(以下 EC と述べる)の発展に伴い，書籍に出会う機会は多様化した．2020 年の
経済産業省の調査では，「書籍，映像・⾳楽ソフト」の EC 化率は 42.97%で，前年⽐伸⻑率
は 8.79%と増加傾向にある(表 1.1)[1]．書籍における EC として，オンラインで書籍を販売
するネット書店がある．Amazon[2]や楽天ブックス[3]をはじめとするネット書店は，時間や
場所に問わず，豊富な書籍から選択し，購⼊することができる． 

 
表 1.1 「書籍、映像・⾳楽ソフト」の EC 化率 

 
 

1.1.2 ネット書店の書籍推薦 

既存のネット書店は，売上⾼やユーザの購⼊履歴に基づいて書籍を推薦する．例えば，購
⼊履歴に基づいた書籍推薦にAmazon の推薦機能「この商品を買った⼈はこんな商品も買っ



Book Palette: A Color-Based Book Discovery System 

2 
BA thesis, Future University Hakodate 

ています」がある(図 1.1)．ある書籍を選択または購⼊したユーザに対して，他のユーザが
好む書籍を推薦する機能で，同じ著者やジャンルの書籍が表⽰される．この推薦によって，
ユーザは⽬的の書籍を素早く発⾒し，関連性がある書籍と⽐較し，購⼊することができる． 

 

 
図 1.1 Amazon の推薦 

1.1.3 書籍の表紙  

書籍において表紙は「本の顔」と呼ばれ，書籍を選択する際に注⽬される⼤きな要素とな
る(図 1.2)．「ジャケット買い(ジャケ買い)」と呼ばれる商品の内容を知らない状態で，表紙
から好印象を受けたことを動機に購⼊する⼈も多い．また表紙は書籍の内容や世界観を視覚
的に表現している場合があり，著者は⾃⾝の作品の表紙にこだわるのが常である．例えば，
⼩説家の村上春樹は，⼩説の⽂体からふさわしい装丁の模索が始まると述べている[4]．装丁
は書籍を視覚的に表現するイラストや写真であることが多い． 

 

 
図 1.2 書籍の表紙情報 
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1.2 問題意識 

ネット書店は，実店舗を持ち書籍を実際に販売するリアル書店のような，偶然性や意外性
のある⼼躍る書籍との出会いがないと筆者は考える．理由は⼆点挙げられる． 
⼀点⽬が書籍の表⽰である．ネット書店の書籍は売れ⾏きの良い書籍や話題性のある書籍

から順に表⽰されるので，どのネット書店を⾒ても同じ書籍が多く先頭に表⽰されており，
画⼀的な書籍との出会いとなっていることである．東京堂書店の元店⻑である佐野衛は，ネ
ット書店の棚にはジャンルを超えた広がりがないと著書で述べている[5]． 
⼆点⽬が書籍の推薦である．ネット書店の書籍推薦システムはユーザの好みや傾向に合わ

せた書籍を推薦するが，同じジャンルや著者の書籍が表⽰されるので，⾃⾝の興味や関⼼の
範囲を越える書籍との出会いがなく，リアル書店にある書籍の探索的な出会いのような⾃由
度がないことである．さらにネット書店の推薦は書籍販売サービスによってユーザの興味・
関⼼が意図的に作られていると⾒ることもできる． 

1.3 研究⽬的 
本研究の⽬的はネット書店においてジャンルや著者に限定されず，読んでみたいと思える

偶然性や意外性のある書籍との出会いを作ることである．⾊を介して書籍と出会う発⾒シス
テムによって，リアル書店のような探索的で⼼躍る書籍との出会いを作ることができるのか
検証を⾏い，その効果について評価し考察する．  
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第 2 章 研究領域と関連研究 

 本章では本研究に関連する領域と関連研究について述べる． 

2.1 研究領域 

2.1.1 デジタルダイアグラム 

デジタルダイアグラムとは，⽂字や数字を図象化することで視覚的に理解することができ
るダイアグラムを，情報技術を⽤いてインタラクティブや同時性を持たせた理解の道具であ
る．例えば，都市の⾊の印象を⽰すデジタルダイアグラムがある(図 2.1)．菊地(2020)は都市
の建造物から採取された代表⾊を図化することで，ユーザが都市の⾊の印象の違いを理解す
る効果があったことを⽰唆した[6]． 

 
図 2.1 都市の⾊の印象を⽰すデジタルダイアグラム 

 

デジタルダイアグラムは情報を伝達する・思考操作を⽀援するという⼆⾯性をもつ[7]．
情報を伝達する側⾯は，⽂字や数字などの情報を，図解化や系統化によって視覚的にユーザ
に表現することである．膨⼤で複雑化した情報から，ユーザにとって必要な情報を提供する
ことが可能である．思考操作を⽀援する側⾯は，デジタルダイアグラムを介してユーザが⾃
⾝の理解を広げ，深めることである．ユーザとデジタルダイアグラムのインタラクションに
よって，ユーザの状態や体験に応じた情報提⽰が可能である． 

本研究ではデジタルダイアグラムの⼆⾯性を利⽤することで，ネット書店において新たな
書籍との出会いを作り，さらにユーザ⾃⾝の興味や関⼼を広げる⽀援を⾏うことができるの
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ではないかと考えた． 

2.1.2 ⾊の印象 

 ⾊に対して⼈が持つ印象は様々である．例えば⾚⾊には情熱や愛，危険，激しいといった
印象を受けることができる．さらに配⾊によって，単⾊では表現できない印象を表現するこ
とが可能である．⽇本カラーデザイン研究所は，⾊に抱く印象の共通感覚を⼼理学的研究で
明らかにし，イメージスケールを制作した(図 2.2)．配⾊イメージスケールは⾔語化が難し
い印象を⾊の組み合わせによって表現している． 

 本研究において，⾊の多義性や⼈が抱く印象の違いを活かした書籍との出会いが，読んで
みたいと思える偶然性や意外性がある書籍との出会いを作ることができるのではないかと
考えた．  

 
図 2.2 配⾊カラーイメージスケール 

2.2 関連研究 

2.2.1 書籍の表紙と内容の関連性 

書籍の表紙と内容の関連性について親泊ら(2015)は，表紙の⾊割合と書籍のあらすじに含
まれる⾊彩連想語の相関関係を調査した[8]．⾊彩連想語とは⾊から連想される⾔葉や事物
を挙げたものである．その結果，表紙に最も使⽤されている⾊があらすじ内の印象語に最も
出現している⾊である書籍は，表紙と内容の関連性があることを⽰した(表 2.1)． 
親泊らの研究から，表紙を⾒て読んでみたいと思った書籍は，普段は読むことがない意外

性のある出会いになるのではないかと本研究では考える．なぜなら書籍のあらすじを読めば，
ジャンルや内容・⽂体が読者にとって好みかそうではないかわかってしまう．しかし表紙か
ら選択された書籍は，内容を知って読むかどうかを判断しないので，⾃⾝の新たな興味や関
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⼼を広げる出会いになる可能性を秘めている． 
 

表 2.1 ⾊割合解析結果 

 
 

2.2.2 ユーザの表紙の⾊の好みと選択 

 Arūnas ら(2018)は読者がオンライン書店で本を選ぶ際に，表紙の⾊に対する好みが性別や
年齢によって異なるかどうか調査した[9]．その結果，書籍の選択が少なくとも部分的には表
紙の⾊に影響されることを⽰した．さらに寒⾊と暖⾊の好みや，書籍選択の意思決定の速さ
は性別や年齢層によって⼀定の違いを⾒せた(図 2.3)． 
 書籍の選択がユーザの⾊の好みに影響されるという研究結果から，本研究ではユーザの好
みや気分に基づいた，⾊を利⽤した書籍発⾒システムが新しい書籍との出会いを作るのでは
ないかと考える． 
 

 
図 2.3 表紙の⾊に対する⼥性と男性の好み 
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2.2.3 ジャケットを活かした⾳楽発⾒システム 

 平良⽊ら(2017)は⾳楽に馴染みのない⼈を対象に，CDジャケットを活かした⾳楽発⾒サ
ポートシステム「LOOK」を提案した(図 2.4)[10]．CDジャケットを⾒て，好みかそうで
はないかをユーザに判断させる動作を組み込むことで，もう⼀度聴きたい⾳楽を発⾒する
⼿助けになる可能性を⽰した.  
 ジャケ買いと呼ばれる商品の内容を知らない状態で，パッケージのデザインから好印象
を受けたことを動機に購⼊する⾏為は CDやレコードだけではなく，書籍においても起こ
りうる．平良⽊らの研究はジャケットを利⽤した⾳楽発⾒システムであるが，ユーザの気
分や好みが反映されるインタラクティブ性はない．本研究では，デジタルダイアグラムを
利⽤したユーザの状況や体験に応じたインタラクティブな書籍の出会いを作る． 

 

図 2.4 LOOK の画⾯ 
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2.2.4 ⾊で書籍を分類するブックギャラリー 

 書籍を表紙の⾊で分類して表⽰するブックギャラリーサイト「book face」は，⾚い表紙や
⻩⾊い表紙といった表紙の⾊や，イラスト・模様といった表紙デザインの特徴から本を探す
ことができる(図 2.5)[11]．「book face」は表紙のデザインから書籍に出会う偶然性を Web 上
で作り出している． 
 「book face」は Web サイトの運営者が選書・分類して表⽰している．⼈の⼿による選書で
あるためネット書店に⽐べて書籍の⺟数が少なく探索的な出会いはない．本研究では，表紙
の⾊の割合に基づいて書籍を分類し表⽰する．また単⾊だけではなく２⾊以上の配⾊と⾊割
合に基づいて，ユーザの探索的な書籍との出会いを作る． 
 

 
図 2.5 book face 
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第 3 章 事前調査 

 本章では提案するシステムを制作するにあたって⾏った，書籍購⼊に関する事前調査につ
いて，⽬的と概要，結果と考察を述べる． 

3.1 調査⽬的 

本調査の⽬的は，ネット書店がどのくらい利⽤されているのか，またリアル書店との利⽤
に違いがあるのかを把握することであった．さらにネットとリアルの書店で書籍を選択や購
⼊する際に注⽬される要素について明らかにすることであった． 

3.2 調査概要 
• 実施⽇時 2021 年 8⽉ 29 ⽇，30⽇ 
• 実施形態 オンラインによるアンケート調査 
• 被験者  10，20 代の 38名の男⼥(男性 25名，⼥性 13名) 
• 実験時間 約 3分 

3.3 調査結果と考察 

3.3.1 被験者属性 

本調査の被験者の属性は，性別，年齢，１ヶ⽉の読書量である．10代から 20代を対象に
男性が 25名，⼥性が 13名の計 38名に実施した．１ヶ⽉の読書量については，図 3.1 の通
りである． 

 
図 3.1 １ヶ⽉あたりの読書量 

26%

53%

10%
3%8%

読まない 1,2冊 3,4冊
5,6冊 7冊以上
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3.3.2 リアル・ネット書店における書籍購⼊について 

Q1「ネット書店を利⽤することはありますか」という質問には 81.6％が「はい」と回答
し，18.4％が「いいえ」と回答した(図 3.2)．10，20 代の多くがネット書店を利⽤している
ことが判明した． 
Q2「購⼊する書籍を決めずに書店を利⽤することはありますか」という質問には 55.3％

が「リアル書店ではある」，31.6％が「両⽅ある」，10.5％が「ネット書店ではある」，2.6％
が「両⽅ない」と回答した(図 3.3)．ネット書店を利⽤するユーザは，あらかじめ購⼊する
書籍を決めている場合が多く，探索的に書籍を⾒つけることが少ないのではないかと筆者は
推察する． 
Q3「表紙の⾒た⽬やデザインが気に⼊り書籍を購⼊した経験があるか」という質問には
81.6％が「ある」と回答し，18.4％が「いいえ」と回答した(図 3.4)．Q3の結果から 10，20
代の多くがジャケ買いを経験しており，表紙は書籍購⼊に⼤きな影響を及ぼしていることが
わかった． 

 

図 3.2 Q1「ネット書店を利⽤することはありますか」 
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図 3.3 Q2「購⼊する書籍を決めずに書店を利⽤することはありますか」 

 

 

図 3.4 Q3「表紙の⾒た⽬やデザインが気に⼊り書籍を購⼊した経験があるか」 
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3.3.3 書籍を選択する際に注⽬すること 

Q4「リアル書店で書籍を選択する際に注⽬すること」の複数選択の回答結果はタイトルが
22名，表紙が 20名，著者・作者が 15名と⾼かった(図 3.5)．書籍を実際に⼿に取って⾒る
ことができて，購⼊するかどうかを判断できるリアル書店は，書籍の表紙に記載されている
情報が書籍を選択する際に注⽬される度合いが⾼かった． 
Q5「ネット書店で書籍を選択する際に注⽬すること」の複数選択の回答結果はレビューが
23名と最も⾼く，続いてタイトル，おすすめ・ランキングが並んで 17名であった(図 3.6)． 
他のユーザのレビューを⾒ることができることや，おすすめ・ランキングが⾼いのはネット
書店の特徴である．Q4 のリアル書店に⽐べて，ネット書店は書籍を選択する際の表紙の注
⽬度が低いことが判明した． 

 

図 3.5 Q4「リアル書店で書籍を選択する際に注⽬すること」 
 

 

図 3.6 Q5「ネット書店で書籍を選択する際に注⽬すること」 
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第 4 章 提案するシステム 

 本章では，提案するシステム Book Palette の概要と構成，操作⽅法について述べる． 

4.1 Book Palette の概要 
 Book Palette は⾊を介して書籍に出会う書籍発⾒システムである(図 4.1)．ユーザは好み
や気分から，⾊を組み合わせる配⾊操作を⾏い，組み合わせた配⾊に基づいて書籍が表⽰さ
れる． 
画⾯構成について説明する(図 4.2)．画⾯は⾊を追加するカラー画⾯(図 4.3)と配⾊操作を

⾏うパレット画⾯(図 4.4)，書籍が表⽰されるブック画⾯(図 4.5)で構成される． 
 

 
図 4.1 Book Palette のトップ画⾯ 
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図 4.2 初期画⾯ 

 

 
図 4.3 カラー画⾯ 
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図 4.4 パレット画⾯ 
 

 
図 4.5 ブック画⾯ 

4.2 Book Palette の操作⽅法 

4.2.1 ⾊を選択する 

 カラー画⾯から⾊を選択する(図 4.6)．⾊は有彩⾊の⾚，橙，⻩，緑，⻘，紫の６⾊と無彩
⾊の⽩，⿊の２⾊から選択できる．パレット画⾯には２⾊まで⾊を追加することができる．
削除ボタンを選択するとパレット画⾯上に追加されている１⾊を削除することができる． 
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図 4.6 ⾊の選択 

4.2.2 ⾊の割合を変更する 

 パレット画⾯で⾊を拡⼤・縮⼩して，配⾊の割合を変更する(図 4.7)．割合は 3 段階で変
更ができる．パレット画⾯左上のパレットアイコンのボタンを押すとパレット画⾯を無地に
初期化することができる(図 4.8)． 

 

 

図 4.7 ⾊の割合変更 
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図 4.8 ⾊の初期化 

4.2.3 書籍が表⽰される 

 パレット画⾯で作られた配⾊の割合に基づいて書籍が表⽰される(図 4.9)．スクロールす
ることで書籍を⾒ることができる． 

 
図 4.9 書籍表⽰ 
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第 5 章 評価 

 この章では本研究で⾏った実験と評価について⽬的，概要，⽅法を述べる．  

5.1 ⽬的 

本実験の⽬的は，⾊を介した書籍発⾒システム「Book Palette」を利⽤することで，ユーザ
がジャンルや著者に限定されずに，読んでみたいと思える偶然性や意外性のある書籍との出
会いを作ることができるのか評価することである． 

5.2 概要 
• 実施⽇時 2021 年 12 ⽉ 17 ⽇から 12⽉ 22 ⽇ 
• 実施形態 Zoomによるオンライン実験 
• 実施環境 被験者の PC 
• 被験者  12 名の⼤学⽣(男性 6名，⼥性 6名) 
• 実験時間 約 25 分 

5.3  実験⽅法 

5.3.1 実験⼿順 

本実験は実験の説明，⽐較実験，評価と事後アンケートの三つの⼿順で構成される． 

1. 実験の説明 

 実験者は被験者に実験について⼝頭で説明した．実験の⽬的と流れ，個⼈情報の取り
扱いについて説明を⾏った． 

2. ⽐較実験 

 Book Palette と⽐較 Web サイトをそれぞれ 5 分間利⽤してもらい，読んでみたいと思
える書籍を最⼤ 3冊まで⾒つけてもらった．なお利⽤する前に Book Palette と⽐較 Web

サイトの概要と操作⽅法の説明を⾏った．また，システムの利⽤の順番で結果に影響が
出ないように，被験者を 6 名ずつ A と B にグループ分けを⾏い，A グループは Book 

Palette を利⽤した後に⽐較 Web サイトを利⽤してもらい，B グループは⽐較 Web サイ
トを利⽤した後に Book Palette を利⽤してもらった． 

3. 評価と事後アンケート 

 Book Palette と⽐較 Web サイトの評価と記述式のアンケートに回答してもらった． 
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5.3.2 ⽐較 Web サイト 

Book Palette と⽐較する Web サイトとして紀伊国屋書店ウェブストアを対象とした(図 
5.1)[12]．紀伊国屋書店ウェブストアとは，書籍を販売する紀伊国屋書店の EC サイトである． 

紀伊国屋書店ウェブストアを⽐較対象とした理由は，三点挙げられる．⼀点⽬がジャンル
と著者で書籍を分類している．⼆点⽬がネット書店特有の書籍の感想・レビューを⾒ること
ができる．三点⽬に「この商品を買った⼈はこんな商品も買っています」によって関連する
書籍を⾒ることができるためである． 

実験者は紀伊国屋書店ウェブストアを利⽤する前に，和書のカテゴリから書籍を探すこと
と，検索機能を利⽤しないことの⼆点を被験者に教⽰した． 

 

 

図 5.1 紀伊国屋書店ウェブストア 
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5.3.3 評価項⽬ 

 被験者に Book Palette と紀伊国屋書店ウェブストアを利⽤してもらい，それぞれを⽐較し
た５段階評価と⾃由記述によるアンケート調査を⾏った．そして，t検定によって Book Palette

と紀伊国屋書店ウェブストアの５段階評価の間に有意な差があるかを求めた．質問項⽬は表 
5.1 の通りである． 

表 5.1 質問項⽬ 

質問 内容 形式 

Q1 読んでみたいと思える書籍は見つかったか 5 段階の評価（1:見つからなかった 5:見

つかった） 

Q2 読んでみたいと思える書籍のタイトルを記述し

てください（最大 3 冊まで） 

自由記述 

Q3 Q2 の書籍を選んだ理由を記述してください 自由記述 

Q4 驚きや意外性のある本との出会いはあったか 5 段階の評価（1:なかった 5:あった） 

Q5 本を探す際に利用したいと思うか 5 段階の評価（1:利用したくない 5:利用し

たい） 

Q6 操作方法はわかりやすかったか 5 段階の評価（1:わかりにくかった 5:わか

りやすかった） 

Q7 操作していて楽しかったか 5 段階の評価（1:楽しくなかった 5:楽しか

った） 

Q8 Book Palette の良い点 自由記述 

Q9 Book Palette の悪い点 自由記述 

Q10 書籍を探す際にどの機能を利用しましたか(複

数回答可能) 

複数回答 
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第 6 章 結果 

 この章では，評価実験について，被験者属性と⽐較実験，操作性について，Book Palette の
結果を述べる． 

6.1 被験者属性 

本調査の被験者の属性は，性別，年齢，１ヶ⽉の読書量，普段どのようなジャンルの書籍
を読むかである(表 6.1)．被験者は男性が 6名，⼥性が 6名の計 12名に実施した．１ヶ⽉に
読む書籍の量は読まないが 1名，1，2冊が 6名，3，4冊が 3名，5，6冊が 0名，7冊以上
が 2名であった． 

 

表 6.1 被験者の属性 

被験者 性別 年齢 １ヶ月におよそ何冊の

本を読みますか 

普段どのようなジャンルの本を読みますか（複数回

答可能） 

A 男性 23 3,4 冊 文学・小説, 社会・ビジネス, 趣味 

B 女性 24 1,2 冊 文学・小説, 趣味, コミック・ラノベ 

C 男性 21 1,2 冊 趣味, コミック・ラノベ 

D 男性 23 3,4 冊 実用・教育, アート・教養・エンタメ 

E 女性 24 1,2 冊 文学・小説, 社会・ビジネス, 旅行・地図, 雑誌 

F 女性 24 読まない 文学・小説, 旅行・地図, 趣味 

G 男性 22 1,2 冊 文学・小説, 趣味, コミック・ラノベ 

H 女性 22 1,2 冊 文学・小説, 旅行・地図, 趣味, 雑誌 

I 男性 22 7 冊以上 文学・小説 

J 女性 21 7 冊以上 文学・小説, 雑誌, コミック・ラノベ 

K 女性 22 3,4 冊 文学・小説, 実用・教育, 子ども, コミック・ラノベ 

L 男性 22 1,2 冊 社会・ビジネス, 旅行・地図, 趣味, コミック・ラノベ 
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6.2 ⽐較実験 

6.2.1 書籍との出会いについて 

Book Palette と紀伊国屋書店ウェブストアを被験者に利⽤してもらい⽐較実験を⾏った．
「読んでみたいと思える書籍は⾒つかったか」，「驚きや意外性のある本との出会いはあっ
たか」，「本を探す際に利⽤したいと思うか」について 5 段階で評価してもらった．評価の
結果から Book Palette と紀伊国屋書店ウェブストアの平均値を求め，２つの平均値の有意差
の有無を t検定で確かめた． 

「読んでみたいと思える書籍は⾒つかったか」は，Book Palette の平均値が 4.58，紀伊国
屋書店ウェブストアが 3.17 で有意差があることがわかった(表 6.2)．次に「驚きや意外性の
ある本との出会いはあったか」は，Book Palette の平均値が 4.25，紀伊国屋書店ウェブスト
アが 2.17 で有意差があることがわかった(表 6.3)．「本を探す際に利⽤したいと思うか」は
Book Palette の平均値が 4.25，紀伊国屋書店ウェブストアが 3.42 で有意差があることがわ
かった(表 6.4)． 

 
表 6.2 読んでみたいと思える書籍は⾒つかったか 

被験者 Book Palette 紀伊国屋書店ウェブストア 

A 4 2 

B 5 4 

C 5 4 

D 5 1 

E 5 3 

F 5 5 

G 4 2 

H 5 2 

I 5 4 

J 5 4 

K 3 4 

L 4 3 

平均値 4.58 3.17 

t検定 0.00163 有意差がある 
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表 6.3 驚きや意外性のある本との出会いはあったか 

被験者 Book Palette 紀伊国屋書店ウェブストア 

A 4 2 

B 5 4 

C 5 3 

D 4 2 

E 5 2 

F 4 1 

G 5 2 

H 5 1 

I 4 1 

J 4 2 

K 1 4 

L 5 2 

平均値 4.25 2.17 

t検定 0.00096 有意差がある 

 

  



Book Palette: A Color-Based Book Discovery System 

24 
BA thesis, Future University Hakodate 

 

表 6.4 本を探す際に利⽤したいと思うか 

被験者 Book Palette 紀伊国屋書店ウェブストア 

A 5 2 

B 5 3 

C 4 4 

D 5 3 

E 5 4 

F 3 4 

G 5 2 

H 5 5 

I 5 3 

J 4 4 

K 2 4 

L 3 3 

平均値 4.25 3.42 

t検定 0.04801 有意差がある 
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6.2.2 操作性について 

Book Palette と紀伊国屋書店ウェブストアを利⽤してもらい，「操作⽅法はわかりやすかっ
たか」，「操作していて楽しかったか」について 5 段階で評価してもらった．評価の結果から
Book Palette と紀伊国屋書店ウェブストアの平均値を求め，２つの平均値の有意差の有無を t

検定で確かめた． 

「操作⽅法はわかりやすかったか」は Book Palette の平均値が 4.83，紀伊国屋書店ウェブ
ストアが 3.83 で有意差があることがわかった(表 6.5)．「操作していて楽しかったか」は
Book Palette の平均値が 4.67，紀伊国屋書店ウェブストアが 2.25 で有意差があることがわ
かった(表 6.6)． 

 

表 6.5 操作⽅法はわかりやすかったか 

被験者 Book Palette 紀伊国屋書店ウェブストア 

A 5 5 

B 4 4 

C 5 5 

D 4 4 

E 5 5 

F 5 4 

G 5 3 

H 5 4 

I 5 2 

J 5 3 

K 5 4 

L 5 3 

平均値 4.83 3.83 

t検定 0.00344 有意差がある 
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表 6.6 操作していて楽しかったか 

被験者 Book Palette 紀伊国屋書店ウェブストア 

A 5 1 

B 5 3 

C 5 3 

D 4 2 

E 5 3 

F 5 3 

G 5 1 

H 5 1 

I 5 1 

J 5 2 

K 3 4 

L 4 3 

平均値 4.67 2.25 

t検定 0.00008 有意差がある 

 

6.3 記述式 

6.3.1 読んでみたいと思える書籍と選択した理由 

Book Palette と紀伊国屋書店ウェブストアを 5 分間利⽤してもらい，読んでみたいと思え
る書籍を最⼤三冊まで⾒つけてもらった．読んでみたいと思える書籍と選択した理由につい
て記述してもらった． 

Book Palette を利⽤して選ばれた書籍の理由として，「⾊合いがきれいで⽬に留まった」や
「１⾊選んで他の⾊を選び直しながら１番印象に残った表紙の本を選んだ」，「好きな⾊を組
み合わせて選んでみたら読んでみたい作品があった」などが挙げられた(表 6.7)． 

紀伊国屋書店ウェブストアを利⽤して選ばれた書籍の理由は，「エッセイのジャンルで探
していた」や「好みの内容かどうか詳細を確認して」，「著者を知っているから」などが挙げ
られた(表 6.8)． 
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表 6.7 Book Palette 選ばれた書籍と理由 

 

 

 

表 6.8 紀伊国屋書店 選ばれた書籍と理由 

 

 

6.3.2 Book Palette の良い点と悪い点 

 Book Palette を利⽤してもらい，良い点と悪い点について記述してもらった．良い点とし
て，「直感的に⾊を選択し書籍が推薦されるところが斬新」や「今まで⾒てこなかったジャン
ルの本にも出会える」，「意外性があって⾯⽩かった」などが挙げられた(表 6.9)．⼀⽅で悪
い点としては，「⾊が複雑な表紙の本は発⾒できなさそう」や「ジャンルで選択できない」，
「あらすじを読んで決める派なので，そういう⼈には向いていない」などが挙げられた(表 
6.10)． 
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表 6.9 Book Palette の良い点 

 

表 6.10 Book Palette の悪い点 
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6.4 Book Palette 

6.4.1 読書量による書籍との出会いについて 

 被験者 12名を，「本をよく読む⼈」と「本をあまり読まない⼈」に分類した．本をよく読
む⼈は１ヶ⽉に読む書籍の量が 3冊以上とし，3，4冊が 3名，5，6冊が 0名，7冊以上が 2

名の 5名であった．⼀⽅で，本をあまり読まない⼈は１ヶ⽉に読む書籍の量が 3冊未満とし，
読まないが 1名，1，2冊が 6名の 7名であった． 

Book Palette を利⽤してみて，「読んでみたいと思える書籍は⾒つかったか」，「驚きや
意外性のある本との出会いはあったか」，「本を探す際に利⽤したいと思うか」を 5 段階の
評価の結果から，本をよく読む⼈と本をあまり読まない⼈の平均値を求め，２つの平均値の
有意差の有無を t検定で確かめた． 

「読んでみたいと思える書籍は⾒つかったか」は，本をよく読む⼈の平均値が 4.4，本を
あまり読まない⼈が 4.71 で有意差はなかった(表 6.11)．次に「驚きや意外性のある本との
出会いはあったか」は，本をよく読む⼈の平均値が 3.4，本をあまり読まない⼈が 4.86 で有
意差があることがわかった(表 6.12)．最後に「本を探す際に利⽤したいと思うか」は，本を
よく読む⼈の平均値が 4.2，本をあまり読まない⼈が 4.29 で有意差がないことがわかった
(表 6.13)． 

 
表 6.11 読んでみたいと思える書籍は⾒つかったか 

 本をよく読む人 本をあまり読まない人 

 4 5 

 5 5 

 5 5 

 5 5 

 3 4 

  5 

  4 

平均値 4.4 4.71 

t検定 0.22422 有意差はない 
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表 6.12 驚きや意外性のある本との出会いはあったか 

 本をよく読む人 本をあまり読まない人 

 4 5 

 4 5 

 4 5 

 4 4 

 1 5 

  5 

  5 

平均値 3.4 4.86 

t検定 0.00985 有意差がある 

 
表 6.13 本を探す際に利⽤したいと思うか 

 本をよく読む人 本をあまり読まない人 

 5 5 

 5 4 

 5 5 

 4 3 

 2 5 

  5 

  3 

平均値 4.2 4.29 

t検定 0.44866 有意差はない 
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6.4.2 選択された⾊ 

 被験者が Book Palette を利⽤して読んでみたいと思える書籍を，検索するための操作で選
択された⾊とその回数を数えた(表 6.14)．例えば，サマセット・モームの⼩説「⽉と六ペン
ス」はカラー画⾯で⻘⾊と⻩⾊を選択すると表⽰される(図 4.5)．この場合は，⻘⾊が１回と
⻩⾊が 1 回選択されたとして数える． 

 選択された⾊と回数は，全ての⾊で合計 59 回選択された．そのうち暖⾊(⾚・橙・⻩)が 14

回，寒⾊(緑・⻘・紫)が 28 回，無彩⾊(⽩・⿊)が 17 回であった．緑⾊が 13 回と最も多く，
続いて⻘⾊と⽩⾊が 12 回で多い結果となった．  

 

表 6.14 Book Palette で選択された⾊と回数 

色 選択回数 

赤・レッド 5 

橙・オレンジ 4 

黄・イエロー 5 

緑・グリーン 13 

青・ブルー 12 

紫・パープル 3 

白・ホワイト 12 

黒・ブラック 5 

暖色 14 

寒色 28 

無彩色 17 

全色(合計) 59 

 

  



Book Palette: A Color-Based Book Discovery System 

32 
BA thesis, Future University Hakodate 

第 7 章 考察 

この章では，事前調査と Book Palette の評価実験から得られた結果をもとに考察を述べる． 

7.1 ⾊を介した偶然性や意外性のある書籍の出会い 

 ネット書店において⾊を介した新しい書籍との出会いを作ることができたかを考察する．
Book Palette と紀伊国屋書店ウェブストアの⽐較実験の結果から，「驚きや意外性のある本と
の出会いはあったか」について，Book Palette は紀伊国屋書店ウェブストアより平均値が有
意に⾼かった．さらに Book Palette の良い点を⾃由記述で回答してもらった結果，「普段は
タイトルや著者名で検索することが多いため，それらに頼らない選書は意外性があって⾯⽩
かった」や「⾃分が普段気に留めなかった本に出会える可能性があると思えた点」などが挙
げられた．評価と⾃由記述の結果より，⾊のもつ多義性から，既存のネット書店では出会う
ことのない新しい書籍を発⾒することができたのではないかと考察する． 
⼀⽅で，１ヶ⽉に読む書籍の量が多い被験者は「驚きや意外性のある本との出会いはあっ

たか」についての回答の平均値が，１ヶ⽉に読む書籍の量が少ない被験者より低かった．こ
れは Book Palette の書籍の⺟数が 277 冊と少なかったため，読んだことや知っている書籍と
出会ってしまったためであると考える． 

7.2 ネット書店における探索的な書籍の出会い 

 ネット書店でリアル書店にある探索するような書籍の出会いを作ることができたのか考
察する．ネット書店はユーザが探索的に書籍を発⾒することが難しいと筆者は考える．事前
調査の「購⼊する書籍を決めずに書店を利⽤することはありますか」という質問の結果か
ら，「リアル書店ではある」と回答した⼈は 55.3％であったにも関わらず，「ネット書店では
ある」と回答した⼈は 10.5％であった．ネット書店を利⽤するユーザは，あらかじめ購⼊す
る書籍を決めている場合が多く，ネット書店は探索的に書籍を⾒つけるには向いていない． 
 筆者はリアル書店で書棚を⾃由に移動しながら読んでみたいと思う書籍を探すような，⼼
躍る書籍との出会いがネット書店で作りたいと考えた． 
 ユーザの⾊を組み合わせる操作から表紙の⾊割合に基づいて書籍を表⽰する書籍発⾒シ
ステムを制作した．評価実験の際に Book Palette を利⽤して読んでみたいと思える書籍が⾒
つかった場合，選択した理由について記述してもらった．結果は「1 ⾊選んで他の⾊を選び
直しながら 1番印象に残った表紙の本を選んだ」や「好きな⾊を組み合わせて選んでみたら
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読んでみたい作品があった」が挙げられた．さらに Book Palette の良い点を記述してもらっ
た結果，「⾊合いから選ぶことで今まで知らなかった本を発⾒できる」や「様々な本が出てく
るので、⾊の組み合わせを⾊々試したくなった」が挙げられ，被験者が⾊を組み合わせなが
ら探索的に書籍を⾒つけることができたのではないかと筆者は考える． 
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第 8 章 結論 

この章ではこれまで述べてきた本研究のまとめと今後の展望について述べる． 

8.1 まとめ 
本研究は，⾊を介した探索的な書籍発⾒システムの有⽤性を検証した．EC 化の発展に伴

い，ネット書店が広く普及した．ネット書店によって，時間や場所に問わず，豊富な書籍か
ら選択し，購⼊することが可能になった．既存のネット書店の陳列は書籍をジャンルや著者
名で分類し，売上や話題性の⾼い書籍から順に表⽰する．また書籍の推薦はユーザの⾏動履
歴に基づいている．しかし，ネット書店は実店舗を持ち実際に書籍を販売するリアル書店の
ような，偶然性や意外性のある⼼躍るような書籍との出会いがない． 
 そこで本研究では，ネット書店においてジャンルや著者に限定されず，読んでみたいと思
える偶然性や意外性のある書籍との出会いを作ることを⽬的として，⾊を介した書籍発⾒シ
ステム「Book Palette」を制作した．Book Palette は⾊を組み合わせる配⾊操作を⾏うこと
で，表紙の⾊割合に基づいた書籍を表⽰した． 
 Book Palette の有効性を検証するために既存のネット書店である紀伊国屋書店ウェブスト
アと⽐較実験を⾏った．実験は Book Palette と⽐較サイトをそれぞれ利⽤し，5 段階の評価
と⾃由記述によるアンケートに回答してもらった．実験の結果から，Book Palette が「読ん
でみたいと思える書籍は⾒つかったか」や「驚きや意外性のある書籍との出会いはあったか」
の質問項⽬において，5 段階評価の平均値が，既存のネット書店の平均値に⽐べて有意に⾼
かった．さらに Book Palette の良い点と悪い点について記述式で回答してもらった．良い点
は「今まで⾒てこなかったジャンルの本にも出会える」，「意外性があって⾯⽩かった」など
が挙げられ，研究⽬的であるネット書店における偶然性や意外性のある書籍との出会いを作
ることができたことが⽰唆された．⼀⽅で悪い点として，「⾊が複雑な表紙の本は発⾒でき
なさそう」や「あらすじを読んで決める派なので，そういう⼈には向いていない」などが挙
げられ，書籍の表紙が多⾊の場合や，ブック画⾯に表⽰する書籍情報について改善の余地が
⾒られた． 

8.2 今後の展望 

8.2.1 課題 

操作画⾯の UI に改善の余地が⾒られた．⾊の割合は 3 段階で拡⼤・縮⼩が可能であった
が，パレット画⾯で拡⼤・縮⼩のボタンがそれぞれの⾊に表⽰されていたので，ユーザが操
作する際にボタンが煩わしく，混乱させてしまう場⾯があった．⾊の割合をより⾃由に⾏う
ための UI を検討する必要がある．さらにユーザが楽しく配⾊操作を⾏うことができる⼯夫
も求められる． 
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Book Palette の悪い点として書籍の詳細やあらすじが⾒ることができない点が挙げられた．
表紙のデザインから書籍との出会いを作ることを⽬的としていたので，意図的にブック画⾯
ではタイトルや著者，書籍の詳細情報を表⽰しなかったが，書籍を選択する上で必要な情報
であることも事前調査から理解できた．ジャンルや著者に限定されない書籍でありながら，
読んでみたいと思える書籍との出会いを作るために，書籍情報の表⽰について検討する必要
がある． 

8.2.2 Book Palette の実装 

 本研究の実験と調査の結果を踏まえて Book Palette の実装を⾏う．Book Palette のシステ
ムはWebで制作する(図 8.1)．Web API によって書誌データ(タイトル・書影など)を取得す
る．取得された書影の⾊データを画像解析ソフトによって抽出する．書籍を書影に含まれる
⾊の割合に基づいて，分類し⼊⼒する． 

ユーザは好みや気分によって⾊を配⾊する操作を⾏い，配⾊の割合から書誌データを呼び
出し，表⽰することで推薦する． 

 

  
図 8.1 システム構成 

8.2.3 応⽤と発展 

 本研究では⾊を介した書籍発⾒システムを制作した．「ジャケ買い」にみられるパッケー
ジデザインの印象を動機として購⼊する⾏動は書籍に限らない．⾊の印象と多義性を利⽤し
た発⾒システムは，⾳楽や映画などといったメディア商品においても対象とすることができ
る．⾐服などの EC サイトは⾊で絞り込み検索を⾏うことができる場合が多い．⾊の絞り込
み検索に配⾊操作を取り⼊れることで，よりユーザの気分や好みに応じた商品を発⾒するこ
とができるのではないかと筆者は考える．  
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付録 
論⽂に挿⼊した図に含まれる書籍の⽂献情報を記載する． 

 

表 8.1 書籍の⽂献情報１ 

タイトル 著者名 出版社 出版年 

Sputnik Sweetheart 村上春樹 Vintage 2002 

ジャパン・クリエイターズ 2021 カラーズ ボーンデジタル 2021 

あるあるデザイン ingectar-e 

エムディエヌコーポレー

ション 2019 

ISOTYPE オットー・ノイラート ビー・エヌ・エヌ新社 2017 

緋の河 桜木紫乃 新潮社 2019 

MOGA モダンガール クラブ化粧品・プラトン

社のデザイン 
GPOD 青幻舎 2021 

海の鎖 ガードナー・R・ドゾワ 国書刊行会 2021 

停電の夜に ジュンパ・ラヒリ 新潮社 2003 

幻の女 

ウイリアム・アイリッ

シュ 早川書房 2015 

いちばんここに似合う人 ミランダ・ジュライ 新潮社 2010 

カラフル 森絵都 文藝春秋 2007 

リボルバー 原田マハ 幻冬舎 2021 

芸術の意味 ハーバート・リード みすず書房 1990 

もどかしいほど静かなオルゴール店 瀧羽麻子 幻冬舎 2021 

エルマーのぼうけん 

ルース・スタイルス・

ガネット 福音館書店 1963 

インフォグラフィクス 気候変動 

エステル・ゴンスター

ラ 岩波書店 2013 
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表 8.2 書籍の⽂献情報２ 

タイトル 著者名 出版社 出版年 

こうふく みどりの 西加奈子 小学館 2008 

吹上奇譚 吉本ばなな 幻冬舎 2020 

限りなく透明に近いブルー 村上龍 講談社 2009 

名もなき人たちのテーブル 

マイケル・オンダーチ

ェ 作品社 2013 

Hoot Carl Hiaasen ALFAGUARA JUVENIL 2021 

スターヘッド たむらしげる 架空社 2020 

凍 沢木耕太郎 新潮社 2008 

いちからはじめる 松浦弥太郎 小学館 2021 

メッセージ トーベ・ヤンソン自選短篇集 トーベ・ヤンソン フィルムアート社 2021 

ポイズンドーター・ホーリーマザー 湊かなえ 光文社 2018 

マスカレード・イブ 東野圭吾 集英社 2014 

月と六ペンス サマセット・モーム 新潮社 2014 

銀のスケート―ハンス・ブリンカーの物語 
メアリー・メイプス ドッ

ジ 
岩波書店 1988 

パリのモスク―ユダヤ人を助けたイスラム教

徒 
カレン・グレイ・ルエル 彩流社 2010 

戦時の音楽 Rebecca Makkai 新潮社 2018 

玻璃の天 北村薫 文藝春秋 2009 

たゆたえども沈ます 原田マハ 幻冬舎 2020 

セカンドステージ 五十嵐貴久 幻冬舎 2014 
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